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題
名 

SH7280グループハードウェアマニュアル誤記訂正 情報分類　　技術情報 

対象ロット等適
用
製
品 

・ SH7286グループ 
・ SH7285グループ 
・ SH7243グループ 
 

全ロット 
関連資料 SH7280グループハードウェアマニュアル 

(RJJ09B0366-0200(H)) 

上記適用製品のハードウェアマニュアルにおいて、誤記の訂正と追記のご連絡を致します。 

詳細は、以下をご参照ください。 

 

｢１０章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ(DMAC)｣ P10-42  「10.5 使用上の注意事項」を追加します。 

【修正後】 

10.5.3 CHCR の設定 

 CHCR の設定を変更する場合には、必ず当該チャネルの DE ビットをクリアした後に変更してください。 

 

10.5.4 複数チャネルの起動時の注意事項 

 複数チャネルに同じ内部リクエストを設定しないでください。 

 

10.5.5 転送要求入力時の注意事項 

転送要求は、DMAC の設定終了後に入力してください。 

 

10.5.6 NMI 割り込みと DMAC 記号の競合 

NMI 割り込みと DMAC 起動が競合した場合には、NMI 割り込みが優先されますので、NMIF ビットは１にセットされて DMAC は起

動されません。 

 なお、NMI による DMAC 起動判定には、1×Bcyc + 1×Pcyc を要します(Bcyc は外部バスクロックの周期、Pcyc は周辺クロック

の周期を示します)。 

 

10.5.7 DMAC からの内蔵 RAM アクセスサイクル数 

 DMAC からの内蔵 RAM アクセスサイクル数は、リード/ライト、IΦ(内部クロック)と BΦ(外部バスクロック)のクロック比によ

り、表 10.19 に示すサイクル数となります。 

表 10.19 DMAC からの内蔵 RAM アクセスサイクル数 

IΦ：BΦの設定 リード時 ライト時 
1:1 3×Bcyc 2×Bcyc 
1:1/2 2×Bcyc 2×Bcyc 

1:1/4 2×Bcyc 2×Bcyc 
1:1/4 以下 1×Bcyc 1×Bcyc 
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｢３１章 電気的特性｣ P31-5  「31.4.6 最大動作周波数」の項目の一部を修正します。 

【修正前】 

MTU2(MΦ) 

【修正後】 

MTU2S(MΦ) 

 

 

｢３１章 電気的特性｣ P31-41  「31.3.6 MTU2、MTU2S モジュールタイミング」を「31.3.6(1) MTU2 モジュールタイミング」

と「31.3.6(2) MTU2S モジュールタイミング」に分割し修正します。詳細は以下をご参照ください。 

【修正前】 

31.3.6 MTU2、MTU2S モジュールタイミング 

表 31.10 MTU2、MTU2S モジュールタイミング 

条件：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝AVREF＝4.5～5.5V、VSS＝PLLVSS＝AVREFVSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝－20～＋85℃（民生用途品）、Ta＝－40～＋85℃（産業用途品） 

項 目 記号 min max 単位 参照図 
アウトプットコンペア出力遅延時間 tTOCD - 50 ns 
インプットキャプチャ入力セットアップ時間 tTICS tcyc/2+20 - ns 

31.40 

タイマ入力セットアップ時間 tTCKS tcyc+20 - ns 
タイマクロックパルス幅(単エッジ指定) tTCKWH/L 1.5 - tPcyc 
タイマクロックパルス幅(両エッジ指定) tTCKWH/L 2.5 - tPcyc 
タイマクロックパルス幅(位相計数モード) tTCKWH/L 2.5 - tPcyc 

31.41 

【注】 tpcyc は周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31.40 MTU2、MTU2S 入出力タイミング 

 

 

 

 

 

 

図 31.41 MTU2、MTU2S クロック入力タイミング 
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【修正後】 

31.3.6(1) MTU2 モジュールタイミング 

表 31.10(1) MTU2 モジュールタイミング 

条件：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝AVREF＝4.5～5.5V、VSS＝PLLVSS＝AVREFVSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝－20～＋85℃（民生用途品）、Ta＝－40～＋85℃（産業用途品） 

項 目 記号 min max 単位 参照図 
アウトプットコンペア出力遅延時間 tTOCD - 50 ns 
インプットキャプチャ入力セットアップ時間 tTICS 20 - ns 
インプットキャプチャ入力パルス幅(単エッジ指定) tTICW 1.5 - tPcyc 
インプットキャプチャ入力パルス幅(両エッジ指定) tTICW 2.5 - tPcyc 

31.40(1) 

タイマ入力セットアップ時間 tTCKS 20 - ns 
タイマクロックパルス幅(単エッジ指定) tTCKWH/L 1.5 - tPcyc 
タイマクロックパルス幅(両エッジ指定) tTCKWH/L 2.5 - tPcyc 
タイマクロックパルス幅(位相計数モード) tTCKWH/L 2.5 - tPcyc 

31.41(1) 

【注】 tpcyc は周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

 

 

 

 

 

                    

 

 

図 31.40(1) MTU2 入出力タイミング 

 

 

 

 

 

 

図 31.41(1) MTU2 クロック入力タイミング 
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31.3.6(2) MTU2S モジュールタイミング 

表 31.10(2) MTU2S モジュールタイミング 

条件：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝AVREF＝4.5～5.5V、VSS＝PLLVSS＝AVREFVSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝－20～＋85℃（民生用途品）、Ta＝－40～＋85℃（産業用途品） 

項 目 記号 min max 単位 参照図 
アウトプットコンペア出力遅延時間 tTOCD - 50 ns 
インプットキャプチャ入力セットアップ時間 tTICS 20 - ns 
インプットキャプチャ入力パルス幅(単エッジ指定) tTICW 1.5 - tMcyc 
インプットキャプチャ入力パルス幅(両エッジ指定) tTICW 2.5 - tMcyc 

図 31.40(2) 

【注】 tmcyc は MTU2S クロック（Mφ）の周期を示します。 

 

 

 

                    

 

 

 

 

図 31.40(2) MTU2S 入出力タイミング 
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